
「新たな財政構造改革プラン」第 1回策定委員会 議事要旨

1 日時 令和 8年 5月 30 日（土）午後 2時から午後 4時まで

2 場所 美馬市地域交流センターミライズ 「活動のハコ」

3 出席者 委員 9名

4 配付資料 別添のとおり

5 議事

（1） 開会、委員長等の選出、諮問

委員の互選により委員長に田口委員（徳島大学）、副委員長に小笠原委員（四国大学）が

選出された。

その後、市長から田口委員長へ「新たな財政構造改革プラン」についての諮問が行われ

た。

（2） 会議

「新たな財政構造改革プラン」に関する次の議題について、資料 4～6に基づき事務局か

ら説明し、審議を行った。

議題等

① なぜ財政構造改革が必要なのか〈説明〉

② 策定スケジュールについて〈説明〉

③ 改革の基本方針（案）について〈審議し、次回策定委員会で決定〉

④ 改革項目（案）について〈説明し、追加・修正等意見を照会〉

（3） 主な意見

・改革による影響を検討するためには情報量がもっと必要である。

・歳入や財政規模の推移なども示した方がよいのではないか。

・「スマートシュリンク」の考え方は重要である。

・「このまま何もしなければこのようになる」ということを市民に知ってもらう必要があ

る。

・現在行政が担っていることも、もっと市民に協力を求めるべきではないか。

・人員が減っていく中で、行政職員の生産性向上も必要ではないか。

・基金の目減りの状況を踏まえると、改革すべき時期に来ていると考えられる。

・目標となる削減額を具体的に示すべきではないか。

・ふるさと納税の増収の取組など、歳入面での対策も盛り込むべきではないか。

6 その他（自治体財政講座・ワークショップ、次回開催日時について）

事務局から 6月 7 日（日）の講座・ワークショップの開催を周知した。また第 2回策定

委員会は、8月 8日（土）午後 3時から、ミライズで開催することを確認した。


